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　日本の医療系テレビドラマには，一般常識とはかけ離れた診療技術をもつスーパードクターが登
場します．米国医療の第一線で活躍し，一流病院から凱旋帰国という経歴がよくあるシナリオです．
現実には，外科系の医師の世界でしかみられそうもないまれなことでしょうが，日本ではできな
かった困難な手術をやってのける医師を養成する米国の医療に若い頃の筆者は憧れたものです．長
じて，多くの縁に恵まれて米国での小児科臨床医としてのキャリアを目指すことができました．ド
ラマのスーパードクターのようにはなれませんでしたが，自分なりに多くの貴重な経験をし，本特
集で執筆をしてくださった米国の日本人小児科医たちをはじめとする多くの友人を得ることができ
ました．
2年前に米国から帰国し，若い小児科医を指導する立場になりました．自身が米国で経験したこ
とをいかに彼らのキャリアや日本の小児医療のために還元するかということが，現在の筆者の課題
です．しかし，筆者一人でできることは限られています．同じような境遇をもった仲間の協力を得
ながら何とかしたいという気持ちで編集させてもらったのが，この「米国の小児医療・卒後教育の
現状と臨床留学への手引き」の特集号です．
　景気や社会構造の変化による若者の内向き志向が懸念されるようになり，海外留学を目指す人も
少なくなっているという話をよく耳にします．ところが，実際には優秀な日本の若者たちが毎年数
名ずつ米国小児科のレジデント一年生として渡米しています．さらに，レジデントとしての研修後
も専門性を高めるためのトレーニングを積み，小児医療の様々な分野の臨床現場で活躍していま
す．その影響もあり，これまでに米国で評価を得た先輩医師が若い小児科医たちの機会を広げると
いう相乗効果が生み出されています．現在では多くの日本人小児科医が全米の各都市で専門医を目
指して研鑽に励み，次世代の教育，研究，地域医療への貢献をしています．
　日米双方の医療を経験した筆者の目には，米国の医療がすべての面において日本に優っているよ
うにはみえません．しかし，改良をくり返してきた卒後教育システム，エビデンスの創出，そのエ
ビデンスに基づいた医療，ワークライフバランスへの取り組みなど，学ぶことは多くあります．ま
た，医療の進歩による新規医薬品の開発，疾病構造の変化，コロナ禍などによる人々の行動様式の
変容，予防医学への意識の向上など，小児医療を取り巻く環境は最近米国でも大きく変わってきて
おり，それらに対して米国でどのように取り組んでいるかを知ることにも意義があると考えていま
す．
　将来，米国の小児医療での修練に挑戦する若手小児科医へのサポート，そして，今後の日本の小
児医療をさらによいものにするために尽力されている先生方への情報提供を目指して企画したもの
が本特集号です．米国の小児医療の様々なフィールドで活躍されている仲間の先生方に執筆してい
ただきました．彼らの原稿の内容には，筆者自身の経験や所感と重なることも多く，当時を振り返
るよい機会にもなりました．本特集を通じて，米国での実際の医学教育，小児医療，環境，プライ
ベートな生活，臨床留学のための準備に至るまで，これまでにはなかった生の声を反映したリソー
スを提供することができたと自負しています．今後の日本の小児医療の発展，若者の世界への挑戦
に少しでも貢献できればと願います．
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